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別紙様式１－１ 

千葉市立千葉高等学校 指定第Ⅳ期目 ０４～０８ 

 

❶ 令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 
 

 ① 研究開発課題  

カリキュラム・マネジメントの深化による持続可能な「分野融合型科学技術人材育成法」の実践 

 ② 研究開発の概要  

第Ⅲ期で開発した教育課程を深化させ，国際的に活躍できる科学技術人材に必要な能力をサスティ

ナブルに育成する指導体制を確立する。すべての取組を有機的に接続し，「科学技術に関するあら

ゆる分野の知見を総合的に活用して社会の諸課題への的確な対応を図る」という「総合知」を活用

した分野融合型カリキュラムを実践する。 

 ③ 令和４年度実施規模  
 

課程（全日制）※ＳＳＨコースは普通科一般コースと混合で１学級 

学 科 

第１学年 第２学年 第３学年 計 実施規模 

生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 

全校生徒を対象

に実施 

普通科 281 7 280 7 279 7 
840 21 

(SSHコース) － － (10) (1) (6) (1) 

理数科 40 1 39 1 40 1 119 3 

課程ご

との計 
321 8 319 8 319 8 959 24 

 

理数科全学年１１９名，普通科ＳＳＨコース２・３年次生１６名，普通科１年次生２８１名を対象

に実施した。ただし外部連携講座・分野融合型授業については全校生徒を対象とした。 

 ④ 研究開発の内容  

○研究開発計画 

第1年次 

・分野融合型授業の開発，普及のためのデータ整理。 

・「理数探究」における３年間での課題研究の深化。さらに他の取組との連携の再

構築。ＡＩ評価による検証。 

・フィールドワークの市内小中学校，他校への普及。SS-Science CampⅢの開発。 

・高大接続カリキュラムの協議・開発。 

・外部連携講座の事前・事後指導の導入。 

・サイエンスアシスタント（ＳＡ）を利用した科学英語授業の開発・実践。 

○教育課程上の特例 

学科・ 

コース 

開設する 

教科・科目等 

代替される 

教科・科目等 対 象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

 

（令和４年度以降の入学生） 

 

 

 
特例なし 

 

（令和２・３年度入学生） 

 

理数科 

SS・COSⅠ 

SS・先端科学講座Ⅰ 

SS・COSⅡ 

SS・先端科学講座Ⅱ 

１ 

１ 

１ 

１ 

総合的な探究の時間 

 

総合的な探究の時間 

２ 

 

２ 

第１学年全員 

 

第２学年全員 

普通科 SS・ANS １ 総合的な探究の時間 １ 第２学年ＳＳＨコース 
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○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

教科・科目 履修学年 単位数 内容 

SS・SS-Science CampⅠ 
普通科・理数科 

１年次希望者 
１ 

２泊３日茨城・筑波での高エネルギー加

速器研究機構（ＫＥＫ）・茨城大学・茨

城自然博物館の訪問，まとめ・プレゼン

テーションの実施 

SS・SS-Science CampⅡ 
普通科２年次 

希望者 
１ 

３泊４日黒部立山での氷河・高山地帯の

観察，まとめプレゼンテーションを行う。 

SS・SS-国語α 
普通科２年次 

ＳＳＨコース 
４ 

「現代の国語」「言語文化」との関連性

を重視しながら現代文・漢文・古文をバ

ランスよく学習する。 

SS・SS-国語β 
普通科３年次 

ＳＳＨコース 
４ 

「SS-国語α」をさらに発展させ，論理的

文章を多く扱う。 

SS・SS-Mathematics 

普通科３年次 

ＳＳＨコース 

数学Ⅲ選択者 

３ 

数学Ⅲの内容を確認しながら，より深め，ベクト

ル，平面上の曲線と複素数平面など様々 な問題を

扱う。 

SS・COSⅠ 理数科１年次 １ 
課題研究の準備活動や外部機関との連携，英語で

のプレゼンテーションを行う。 

SS・COSⅡ 理数科２年次 １ 
課題研究，海外科学技術研修準備，外部

機関連携活動を行う。 

SS・ANS 
普通科２年次 

ＳＳＨコース 
１ 

課題研究の準備活動や外部機関との連

携，プレゼンテーションやディスカッシ

ョンを行う。 

 課題研究について 

 教科：理数 科目：理数探究 

 １年次 ２年次 ３年次 

普通科ＳＳＨコース  ２単位 ２単位 

理数科 １単位 １単位 ２単位 

連携科目 

理数科：COSⅠ・Ⅱ   ＳＳＨコース：ANS，SS-国語α・β，SS-Mathematics 

○具体的な研究事項・活動内容（P.5 に記載） 

Ⅰ「分野融合型」人材育成に向けた教育課程の深化と普及 

ア 分野融合型授業の職員研修の実施，新たな分野融合型授業を開発，成果普及への教材化の

準備。 

イ ２年間を通じた「総合的な探究の時間」の計画の１年目の実施。 

ウ ANS・SS-国語の開発実践。 

Ⅱ 課題研究の先進的指導法とエビデンスのある評価法の確立と普及 

ア「理数探究」での独自のルーブリックによる評価法とＡＩシステムによる評価法を比較検討。 

イ「理数探究」での課題研究を深化させる連携した取組の構築。 

Ⅲ フィールドワークの開発及び指導法の継承 

ア～エ 既存のフィールドワークにおける校内への継承，千葉市内・県外への普及 

オ   SS-Science CampⅢの開発に向け調査。 

ⅰ 先進的な高大接続カリキュラムの開発 

   本校で行われる接続授業の開発。 

   千葉大学で行われる工学部講座，本校の課題研究支援について協議・準備。 

ⅱ 大学及び諸機関連携の再構築・発展 

 ア～ウ 各講座での事前・事後指導の導入 

ⅲ 国際的に活躍できる人材に必要な自己表現能力の育成 

ア 千葉大学と協議し，来年度の実施に向け調整。 

イ 「探究生物」「探究化学」「探究物理」「SS-課題研究」「物理基礎」においてＳＡを導

入した授業の開発。ANS での科学英語プレゼンテーションの実施。 

ウ ２回の外国人招へい講座の実施及びそれぞれの事前指導の導入。 

オ 卒業生の進路調査実施，来年度の実施に向け調整。 
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 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 

フィールドワーク 

・理数科１年次４０名対象 Field Study 伊豆大島２泊３日 

本校プログラム内容（行程・課題・金額など）を茨城県立並木中等教育学校に開放し，実際に

同校の教員が１名同行した。今年度実施された。 

・普通科ＳＳＨコース ２年次９名対象 野外基礎実習講座 勝浦・鴨川日帰り 

千葉市未来の科学者育成プログラムにて，千葉市内の小中学生向けに同プログラムを実施し

た。 

総合的な探究の時間 

・普通科１年次２８１名対象の総合的な探究の時間において探究した内容の優れた１０班のポス

ターを，千葉都市モノレールの車内及び駅のコンコースに約１か月掲示した。 

課題研究 

・県内の中学生約５０名参加，本校の教員・生徒による公開理科実験を開催した。 

・千葉市内の小中高約１００名参加，課題研究発表大会（ＣＣＳＳフェア）を開催した。 

その他 

・本校ウェブページにより事業内容の発信に努めている。 

○実施による成果とその評価 

④研究開発の内容の具体的な研究事項・活動内容で記載した研究内容について，アンケートによ

る好意的な評価などが得られた。 

 Ⅰ・分野融合型授業の実施により，科目の興味関心だけでなく，課題研究に必要な能力の育成に

も効果が見込まれた。 

・これまでの課題研究で築いた取組を「総合的な探究の時間」において普通科に波及させ，探

究する意識・基礎的能力が向上した。 

・課題研究と連携した取組をさらに発展させ，課題研究の力の育成に寄与した。 

 Ⅱ・本校独自で開発したルーブリックの妥当性が検証できた。 

・課題研究におけるコンクールの参加数・入賞数が昨年度に比べ増加した。 

 Ⅲ・千葉市内の小中学生への実施・県外高等学校へのプログラムの継承により，本校のフィール

ドワークのノウハウを普及した。 

・SS-Science CampⅢの次年度の実施に向け準備することができた。 

 ⅰ・接続授業の開発・実施により千葉大学工学部の志望者が増加した。 

 ⅱ・連携講座の事前・事後指導を積極的に実施し，理解度や探究能力，キャリア形成に影響を与

える結果となった。 

 ⅲ・授業や外国人招へい講座でのＳＡの利用により，生徒の科学英語の表現力が向上し，国際的 

な素養が高まった。 

○実施上の課題と今後の取組 

Ⅰ 普及を目的とした開発済分野融合型授業のデータベース化，他校への普及の実施。 

「総合的な探究の時間」の評価者へのルーブリックの落とし込みによる評価基準の共有。 

Ⅱ 「理数探究」における評価時期の検討，連携する取組の強化。 

Ⅲ 普及を目的としたフィールドワークのデータベース化，他校への普及の実施。 

ⅰ 千葉大学工学部との，育てたい人材の明確化・共有化を図りカリキュラムを開発する。 

ⅱ 高大接続を視点とし外部連携について評価アンケートを行う。 

ⅲ 科学実験教室（英語）や卒業生の講演について次年度はリモートも含め実施する。 

英語コミュニケーション能力の向上を評価する材料を開発していく。 

 ⑥ 新型コロナウイルス感染症の影響  

Ⅲ－エ：SS-Field Study の行先を米国から屋久島・種子島・九州研修へ変更。 

 －オ：希望研修先の受け入れ中止に伴い，先行実施として日産自動車リモート工場見学を実施。 

ⅱ－エ：SS-Field Study の行先変更に伴い，インテル・スタンフォード大学との連携が中止と

なった。 

ⅲ－エ：SS-Field Study の行先変更に伴い，The Tech 及び幕張インターナショナルスクールで

の科学実験講座の実施が不可となった。 
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別紙様式２－１ 

千葉市立千葉高等学校 指定第Ⅳ期目 ０４～０８ 

 

❷ 令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 
 

 ① 研究開発の成果  

Ⅰ 「分野融合型」人材育成に向けた教育課程の深化と普及 

ア 第Ⅲ期まで実施していたクロスカリキュラムを発展させ，すべての教科や外部との連携授業

「分野融合型授業」を開発・実施した。昨年度末から準備し，各教科のシラバスに分野融合

型授業が記載されている。今年度は２１テーマ９２講座を実施し，新しく国語×美術・日本

史×国語のような授業も開発した（P.16）。授業アンケートの結果では課題研究に必要な「課

題発見能力」・「課題解決能力」に関する質問において６１％が肯定的な回答であり一定の

効果を認めている。さらに教科の理解や興味関心に関する質問において約９０％が好意的な

回答であり，大きな効果を感じている（P.18）。また開発した授業の普及のため動画や授業

計画書などを蓄積し，データベース化に取り掛かっている。 

イ 普通科１年次生２８１名を対象とした「総合的な探究の時間」では千葉市と協力し千葉市×

ＳＤＧｓをテーマとして探究活動を行った。本年は２年間を通して探究を行う計画の１年目

にあたる。テーマ設定では千葉大学や千葉市役所出前事業の協力により，地域社会と生活が

結びついた探究としての４２テーマを設定することができた（❽関係資料 P.59）。実地調査

を行い，ポスターにまとめ発表会を開催し，開発したルーブリックにより（❽関係資料 P.59）

教員が評価した。評価上位１０班のポスターは来年の夏季約 1か月間千葉都市モノレールの

車内及び千葉駅コンコースに掲示し，校外へ普及する予定である。生徒の振り返りアンケー

トでは２年目終了時の到達目標としているＡ以上の評価をしている生徒が「問題点解決につ

いての検証と分析」については４３.４％，「自分の身のまわりにある問題を発見する能力」

については６９.７％，「問題解決にあたっての情報を収集する能力」については６６.４％，

「活動を通しての表現力」については７４.１％と高い値を示した（P.22）。 

また総探モジュールでは国語・数学・英語・理科・地歴公民の５教科の教員が担当し，探究

に必要な「課題発見能力」，「課題解決能力」，「自己表現能力」の育成を行い各自の発表

において効果的に生かすことができた。生徒アンケートの自由記述欄より，「現代社会を生

きる上で必要な能力を学ぶことができた」という意見や「すべてのことが関わり合っている

ことがわかった」という肯定的な意見が多く出ている。 

ウ 普通科ＳＳＨコース２年次生１０名を対象に「理数探究」における課題研究に必要な能力の

育成のために，「ANS」「SS-国語α」を実施した。「ANS」では年間を通して，理科職員と

他教科職員や外部と連携しながら課題研究に必要な基礎的能力を養い（P.24），「SS-国語

α」（P.8）では文章作成能力や，内容をまとめる力を養った。その結果，課題研究のコン

クール参加件数・入賞数が昨年度に比べそれぞれ１１件・５件増加した（P.31）。また学校

評価アンケートにおける生徒評価において（P.26），「学習指導に力を入れ興味・関心を引

き出す授業をしている」の中で肯定的な意見の割合をＳＳＨコースの生徒のみと全校生徒で

比べた時に４４ポイントも高かった。同質問においてＳＳＨコースの生徒の昨年度と今年度

を比較しても２０ポイントの上昇がみられ，この第Ⅳ期の取組が効果的であると考えてい

る。 

Ⅱ 課題研究の先進的指導法とエビデンスのある評価法の確立と普及 

ア 理数科２年次生・普通科ＳＳＨコース２年次生４８名を対象に「理数探究」の授業において

４月と１０月に本校の開発したルーブリック①（❽関係資料 P.59）を用いて「課題発見能

力」，「課題解決能力」，「自己表現能力」の診断的評価と形成的評価を行い，同時に AI 

glow によるＡＩ評価を行い比較検討した。その結果どちらも４月から１０月において各能

力の上昇傾向がつかめ（P.30），本校のルーブリック①を用いた診断的・形成的評価に一定

の妥当性が示された。 

イ 理数科１・２年次生・普通科ＳＳＨコース２年次生９０名を対象に３年間を通して行われる

「理数探究」においての課題研究の指導１年目及び２年目（先行実施）である。P.27 に示

すＩＣＨ理数探究概念図のとおり連携する取組を実施または新たに開発することで上記Ⅰ

－ウに記載の課題研究のコンクール参加件数８１件・入賞数１１件となり（❽関係資料

P.59），昨年度と比較して参加件数で１１ポイント，入賞数で５ポイントの増加となったこ

とは顕著な成果である。また課題研究パートナーシップの開発では，件数は少ないものの関
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わった生徒・教員ともに考え方や技術など得るものが多かった。また上記Ⅱ－アで示したＡ

Ｉ評価の項目に「個人的実行力」「決断力」を導入しているため，数値の上昇は「課題研究

を自分ごとと捉えている」と評価している。科学系部活動は５２名の加入者を維持し，３年

連続千葉県高校生科学研究発表会（自然科学部門）において千葉県代表として全国大会に出

場を決めている。 

Ⅲ フィールドワークの開発及び指導法の継承 

今年度のフィールドワークについてはコロナウイルス感染症拡大の影響で SS-Field Study

の行先を米国から屋久島・種子島・九州へ変更した。その他は予定通り実施することができた。

Field Study は茨城県立並木中等教育学校へプログラムを開放し（行程・ミッション・費用の

開示，同行）実施していただいた。また千葉市内の小中学生２０名対象として野外基礎実習講

座地学編をアレンジし，開催した。全フィールドワークについて，理科以外の職員が約３０％

引率し，校内の普及と継承を進めた。（P.38） 

ⅰ 先進的な高大接続カリキュラムの開発 

千葉大学工学部との高大接続協定より，本校の高校の学習内容と大学での講義内容の溝を埋

めるような形式で，高校での標準的な５０分の授業の中に組み込んで「高大接続授業」として

実施した。理数科３年次生に物理「光電効果」「コンプトン効果」の２授業，理数科２年次生

に化学「エントロピー・エンタルピー」１授業を実施した。昨年度に比べ２年次における千葉

大学工学部の総志望数が１０名増加した。（P.40） 

ⅱ 大学及び諸機関連携の再構築・発展 

今年度は５大学・機関１１講座の連携講座を実施，延べ人数４８４名が参加した。（一部予

定含む）（P.47）ほぼすべての講座で事前指導を実施し，授業内で事後指導も行った。また各

講座の募集時に課題発見型・課題解決型の区分けを明示し，目的意識の向上を図った。実施後

のアンケート結果より「とても効果がある」「効果がある」と肯定的に答えた割合は知識・理

解の項目で９２％，関心・意欲・態度の項目で８４％，思考・判断・表現の項目で８７％，キ

ャリア形成の項目で５６％となった。（P.46） 

ⅲ 国際的に活躍できる人材に必要な自己表現能力の育成 

ア・エについてはコロナウイルス感染症拡大の影響もあり，今年度の実施は見送られた。 

イ ５つの授業においてＳＡを活用し，様々な取組を実施した。 

探究物理では海外で使われている教科書「Advanced Physics」を用いて，トピックスごと

に内容をまとめさせ発表させた。探究化学では海外で使われている教科書「Advanced 

Chemistry」を用いて，トピックスのレジュメ作成や教科書の音読，ワークシートに取り組

んだ。探究生物では 2011 年のノーベル医学生理学賞の Summary を用いて，発表を行いＳＡ

による質疑応答を行った。また大腸菌を用いた遺伝子組換え実験の手順を英語で確認し，実

際の実験でも英語で行った（❽関係資料 P.60）。SS-課題研究では，課題研究の要旨を英文

に直しプレゼンテーション・質疑応答を行った。（評価用紙は❽関係資料 P.60）物理基礎

では英語による教科書の読み合わせを行った。 

科学の内容を英語で表現する力が向上し，論文作成における要旨の英語部分もスムーズに書

くことができた。また科学英語を身近に感じることができ，今後のキャリアにおいて海外で

研究したり，外国人研究者とやり取りしたりするための礎となることを期待する。 

ウ 外国人研究者招へい講座を本校会場にて理数科１・２年次生，普通科ＳＳＨコース２年次生，

理科・英語科教員１００名を対象に２回実施した。１回目：Dr. Panji Nursetia DARMA (Mr.) 

千葉大学・大学院工学研究院ウェアラブルＥＩＴと機械学習の融合技術による胃の高速・高

精度イメージングについて，２回目：Dr. Megan LO (Ms.) 東京大学・大学院薬学系研究科

構造異常タンパク質の細胞内動態制御機構とその病態生理的意義の解明についてどちらに

ついても事前指導としてＳＡを活用し，要旨の作成・配布・読み合わせ・ワークシートを行

った。実施後のアンケート結果を，事前指導を行わなかった昨年度と比べると，英語や研究

内容への理解が大幅に増えており，５０％以上理解できたと答えた生徒が半数を超えてい

る。これは，昨年度より事前指導を充実させた結果だと考えられる。また，研究に対する関

心が５０％以上高まったと答えた生徒は８割以上，講義が５０％以上よかったと答えた生徒

は９割以上となった。これらは講座の内容がある程度理解できた結果だと考えられる。

（P.49） 

オ 理数科・ＳＳＨコースの平成２４年度から平成３０年度の卒業生対象に進路調査を行い，来

年度の講演に向け準備中である。 
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 ② 研究開発の課題   

Ⅰ 「分野融合型」人材育成に向けた教育課程の深化と普及 

これまで開発してきた分野融合型授業を校外へ普及するために，体系的な整理・動画や授業

計画をまとめたテキスト化を進める。その後学校ウェブページや公開授業などを利用し普及し

ていく。 

Ⅱ 課題研究の先進的指導法とエビデンスのある評価法の確立と普及 

評価の時期によって数値にばらつき出てしまうため，研究発表会直後の計３回を評価時期に

設定する。また課題研究パートナーシップにおいて協力大学・機関を増やし，本校の課題研究

における生徒・教員の資質・能力を上げることも進める。 

Ⅲ フィールドワークの開発及び指導法の継承 

これまで実施してきたフィールドワークの工程やミッションをまとめテキスト化を進める。

その後学校ウェブページを利用して公開し，校外へ普及する。 

ⅰ 先進的な高大接続カリキュラムの開発 

千葉大学側とカリキュラムによって育てたい人材を明確化し共有していく。その後，必要な

カリキュラムを開発することが重要である。 

ⅱ 大学及び諸機関連携の再構築・発展 

多くの取組を行っているが，高大接続を視点としたもの・キャリアを視点としたもの等体系

的な整理を行い，効果測定のためのアンケート改善を行う。 

ⅲ 国際的に活躍できる人材に必要な自己表現能力の育成 

海外での経験や外国人との科学をトピックスとしたやり取りを増やしていく。海外研修や千

葉大学の外国人留学生の交流を行う。また取組における評価方法を再構築し，実施効果の検討

を進めながら取組の改善も進めていく。 
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❸ 令和４年度（研究開発１年次）実施報告書（本文） 
 

学校の概要 

・学校名，校長名 

学校名 千葉市立千葉高等学校 

校長  岩瀬 博行 

 

・所在地，電話番号，ＦＡＸ番号 

所在地   〒２６３－００４３ 千葉県千葉市稲毛区小仲台９－４６－１ 

電話番号  ０４３－２５１－６２４５ 

ＦＡＸ番号 ０４３－２５１－８２１５ 

 

・課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教員数（令和４年５月１日現在） 

課程・学科・学年別生徒数，学級数 

課程 学科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 

普通科 281 7 280 7 279 7 840 21 

理数科 40 1 39 1 40 1 119 3 

計 321 8 319 8 319 8 959 24 

 

教職員数 

校長 教頭 教諭 
養護 

教諭 

非常勤 

講師 

実習 

助手 
ＡＬＴ 

事務 

職員 
その他 計 

1 2 70 2 8 2 2 8 1 96 

 

①研究開発課題 

カリキュラム・マネジメントの深化による持続可能な「分野融合型科学技術人材育成法」の実践 

 

研究開発の目的・目標 

・目的 

第Ⅰ期～第Ⅲ期で研究開発した取組の成果・検証をもとに，カリキュラム・マネジメントを深化する。すべ

ての取組を有機的に接続し，イノベーションを創出できる人材（アントレプレナー）に必要な能力，特に課題

発見能力・課題解決能力・自己表現能力を効果的に育成するサスティナブルな指導を実現する。 

 

・目標 

Ⅰ ＳＴＥＡＭ教育を発展させ，「科学技術に関するあらゆる分野の知見を総合的に活用して社会の諸課

題に的確に対応できる」人材に必要な，人文・社会科学を包括した分野融合型のカリキュラムを開発

する。また，探究活動に必要な「課題発見能力」「課題解決能力」「自己表現能力」を効果的に育成

する。 

Ⅱ それぞれの取組で重点的に育成するべき能力を明確に意識し，サスティナブルな指導ができる体制を

構築する。効果測定において，これまでの評価方法を客観的なエビデンスに基づき分析する。 

 

研究開発の内容は以下のとおり。 

Ⅰ 「分野融合型」人材育成に向けた教育課程の深化と普及 

ア 分野融合型授業のさらなる普及と再開発 

イ 「社会とつながる探究」をテーマとした「総合的な探究の時間」の発展と普及 

ウ 普通科ＳＳＨコースの深化 

Ⅱ 課題研究の先進的指導法とエビデンスのある評価法の確立と普及 

ア 生徒自身が身に付いた能力を自身で確認できるルーブリックを活用した評価の開発 

イ 自分ごととしての課題研究内容に対応した指導体制の確立と普及 
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Ⅲ フィールドワークの開発及び指導法の継承 

ア Field Study（理数科１年次） 

イ SS-Science CampⅠ（１年次希望者） 

ウ SS-Science CampⅡ（２年次普通科希望者） 

エ SS-Field Study（理数科２年次） 

オ SS-Science CampⅢ（２年次ＳＳＨコース）の開発 

ⅰ 先進的な高大接続カリキュラムの開発 

ⅱ 大学及び外部諸機関連携の再構築・発展 

ア 教科・科目との関連性を重視した連携講座の実施と普及 

イ 高大接続を視点とした発展的な連携講座の開発 

ウ キャリア教育の視点を入れた連携講座の実施 

エ オンライン等を活用した海外大学・企業との連携 

ⅲ 国際的に活躍できる人材に必要な自己表現能力の育成 

ア 千葉大学高大連携支援室との連携による外国人留学生の導入 

イ 英語を母語とするサイエンスアシスタントの導入 

ウ 外国人研究者招へい講座の実施 

エ 英語による科学実験講座の実施 

オ 卒業生による講演会の実施 

 

②研究開発の経緯 

 Ⅰ 

１年次 分野融合型授業を，研修などを通して校内に普及する。 

総合的な探究の時間を２年間通じて活動する意義を明確に意識させる。 

ＳＡを活用した授業を開発する。 

２年次 分野融合型授業を体系的に取りまとめ，データ化する。 

総合的な探究の時間での継続の２年目として探究内容を発表，まとめる。 

ＳＡを活用した授業を精選しＳＳＨコースにおける年間予定に組み込む。 

３年次 分野融合型授業のデータを普及するための方法を開発する。 

総合的な探究の時間の校内体制や職員研修も含め，取組をデータ化する。 

ＳＡを活用した授業を体系的に取りまとめ，データ化する。 

４年次 各取組の普及を本格的に開始する。 

５年次 各取組の普及の成果を取りまとめ，検討する。 

 Ⅱ 

１年次 独自のルーブリックによる評価法とＡＩシステムによる評価法を比較する。 

課題研究の連携機関，連携大学の研究者による指導助言の機会を設定する。 

２年次 ＡＩシステムの評価の比較を検討し，ルーブリックの改善を行う。 

研究者による指導助言を年間予定に組み込む。 

３年次 改善したルーブリックにより理科・数学以外の教員も評価者として加える。 

研究者の指導助言をデータ化し，職員研修に活用し指導力向上を目指す。 

４年次 ルーブリックにおける評価法とＡＩシステムによる評価法を再度比較する。 

研究者の指導助言を含めた本校の指導方法を整理，データ化する。 

５年次 開発したルーブリック，指導方法の普及を行う。 

 Ⅲ 

１年次 SS-Science CampⅢの開発を行う。 

既存のフィールドワークに理科以外の教員を引率に加える。 

２年次 SS-Science CampⅢを開始する。 

SS-Science CampⅡを普通科生徒希望者として，普及する。 

３年次 市内の中・高等学校へ参加を募り，普及する。 

４年次 フィールドワークの事前・事後指導，評価法も含めた取組をデータ化する。 

５年次 フィールドワークの取組をまとめ冊子として希望校へ配布する 

 

ⅰ･ⅱ･ⅲについてはⅠ・Ⅱ・Ⅲを縦断する取組のため，付随して進めていく。  
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Ⅰ 「分野融合型」人材育成に向けた教育課程の深化と普及 
 
Ⅰ－ア 分野融合型授業のさらなる普及と再開発 

 

１ 研究開発の仮説 

第Ⅲ期では，多彩な事業を展開し精選をして取り組んだ。結果，取組の成果が確実に現れ，国公立・難関

私立大学の理工学系学部にしっかりとした目的をもって進学する生徒が増加した。第Ⅳ期では，指導体制を

再構築し全生徒に普及する。さらにエビデンスをもって育成するべき能力を評価する。この研究開発によっ

て，サスティナブルな指導とエビデンスのある評価を一体化させ，ＰＤＣＡサイクルの確立を進めて，効果

的に各能力を伸長させることができる。 

質の高い分野融合型授業を精選して実施し，その指導案のデータベース化や教員間の情報共有により，継

続的な取組とすることができる。また，より専門的な知識を得る上で近隣の千葉大学教育学部の教授や千葉

市内の弁護士や弁理士をお招きし，社会問題との接続を意識した分野融合型授業（クロスカリキュラム）を

開発し，生徒の学問に対する視野を一層広げることができる。 

 

２ 実施した内容 

（１）分野融合型授業（クロスカリキュラム）の概要 

クロスカリキュラムは第Ⅱ期ＳＳＨ指定の平成２４年度当初「複数の教科・科目において教員，教材

の有機的接続により生徒の真の学力向上」させることを目指して実施され，以来継続して取り組まれて

いる。今期より分野融合型授業と呼称を変え新たな一歩を踏み出したが，校内では混乱を防ぐためにク

ロスカリキュラムと呼んでいる。従来のクロスカリキュラムが２つの教科間での融合授業であるのに対

して，本校では外部講師を招いて教科の枠を超えて大学や専門機関と連携したり，様々な専門知識を授

業に融合し深化を目指してきた。開発当初は文系科目に科学的な視点をクロスオーバーさせることで授

業の深化を図るものが想定されていたが，現在では理系科目に倫理的視点や歴史的視点をクロスオーバ

ーさせる授業や，理科で用いる計算の原理などを数学担当が授業を行うことでより深い内容の学びを可

能にさせるための理系科目同士を融合した授業などが実施されている。また，教科としてはクロスして

いないが，数学の授業の深化を目的として大学より数理科学の教授をお招きしクロスカリキュラムをお

願いしたり，教科は同一であっても大学や博物館など外部の専門家の講義を通して，生徒の思考力や問

題意識の深化を図るクロスカリキュラムも実施されている。第Ⅳ期（今期）の取組としては，さらなる

発展とともに研究成果を開示し他校への伝播をも使命としている。 

各年度ごとの年間スケジュールは以下の通りである。まず前年度３月末に教科で話し合い，実施単元

を検討する。この時期に計画することでシラバスへの記載を可能にし生徒へ提示できる。新年度に入り，

その単元に即した連携教科（主に理科・数学・情報）へ依頼し，内容の詳細設定をする。 

実施予定表を公開するとともに，校内Ｗｅｂなどで実施時間を提示し，授業観察ができる環境を整え

ている。 

 

前年度末 依頼 

① 授業内容設定 

② 実施時期の設定 

③ 実施予定表の提示 

本年度 

実施 

④ 実施依頼科目と連携科目間で詳細確認 

⑤ 実施計画書の作成 

⑥ 校内Ｗｅｂで実施の連絡・会議室に掲示 

⑦ 実施 

振り返り 
⑧ 事後アンケートを対象生徒に実施 

⑨ 実施報告書を作成 
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以下，本年度の実施一覧（一部抜粋）である。

  
 

（２）クロスカリキュラムの変化 

①クロスカリキュラム授業形態の多様化 

ⅰ 外部講師によるクロスカリキュラム 

校内で他教科との連携の中で教科を横断して学ぶ授業がクロスカリキュラムの基本ではある

が，外部の専門機関と連携を図り，より専門性の高い授業を目指す外部講師によるクロスカリキ

ュラムの実施も増えている。大学教授や博物館などに所属されている研究者，卒業生などを招き，

深く学べる機会を作ることは意義深い。外部の研究者が抱えている問題意識が，社会課題を生徒

に気づかせる機会も多い。クロスカリキュラムを学校全体で取り組むことによって，外部連携の

機会を相乗的に広げている。 

 

ⅱ 一人クロスカリキュラム 

連携科目から資料の提供を受け，主担当の教員が自ら授業を行う形のクロスカリキュラムも実

施されるようになった。元々の授業の流れを損なうことなく専門的な知識や工夫された資料を用

いて教えたい内容を深化させる授業はクロスカリキュラムの本質に添うものである。 

 

ⅲ オンラインによるクロスカリキュラム 

コロナ禍により急速に浸透したオンラインによる遠隔授業も行った。オンライン開始の直後は，

音声が届かない等のトラブルもあったが，使用システムを試行し最適なものを模索している。今

後この経験を生かし，更に外部専門家との連携も容易になると期待される。海外の専門家や留学

中の卒業生を講師としたクロスカリキュラムの可能性も探っていきたい。 

 

ⅳ 生徒を講師に据えてクロスカリキュラム 

これも新たな試みの一つであるが，学習意欲の高い生徒に働きかけ，生徒を講師に据えてクロ

スカリキュラムも行った。連携科目の担当教諭がクロスカリキュラムの内容に興味を持つ生徒に

働きかけ，生徒とともに授業内容を練り，生徒が授業を行うものである。授業を行った生徒には，

かなりの労力をかけるが，誰よりも深く学ぶことができる。また受講した生徒も興味深く取り組

み，評価も良好であった。  

整理番号 学年 科・ｺｰｽ 実施科目 担当者(A) 連携科目 担当者(B) 単元・内容 実施日

1101 1 全 国語
五味・松本
佐久間（顕）

物理 外部講師 言語文化 1月17日

1201 2 全選択 現代文B
平川・鈴木
佐久間

地歴 斉藤朋 仏像の印相 1月中旬

1301 3 普ＳＳＨ SS国語β 藍野 美術 柴田 『檸檬』の世界 11月18日

1302 3 理数 理数国語β 藍野 美術 柴田 『檸檬』の世界 11月17日

2201 2 普ＳＳＨ 日本史A 四十栄 国語 平川 言文一致運動 12月中旬

2301 3 理数 政治経済 齋藤 化学 森 地球環境と資源・エネルギー問題 1月18日

3201 2 全 数学Ⅱ
長崎

武田ほか
地学 田中 身の回りの指数・対数とその歴史 12月中旬

4101 1 全選択 物理基礎 米谷 数学 元吉・玉川 力の成分と三角比 ５月中旬

5101 1 全 保健
田中・重田
岡田・永瀬

外部 外部講師 救命講習会 2月9日

6101 1 全選択 芸術（書道） 山口 化学
加藤・藤野
能城・森ほか

墨液を化学する 6月中旬

6102 1 全選択 芸術（美術Ⅰ） 柴田 化学
加藤・藤野
能城・和田

顔料と展色剤について 12月中旬

7201 2 普ＳＳＨ
コミュニケー
ション英語Ⅱ

武部 生物 三坂 道具を使う動物の多様性 12月中旬

7302 3 理数
コミュニケー
ション英語III

鈴木
出野・大間

地学 山田 グランドキャニオンの科学 6月28日

8201 2 普ＳＳＨ 家庭基礎 鈴木美 化学
能城・藤野
森・加藤ほか

界面活性剤の働き 12月中旬
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②クロスカリキュラム実施時間の変化 

当初は，１時間分のカリキュラムを創り上げることを目的として，５０分で計画したクロスカリキ

ュラムだけを実施していたが，今は授業時間内の必要な時間分だけを連携科目に実施してもらう授業

も認めている。様々な形態のクロスカリキュラムを模索していく中で，短時間の追加的な授業だから

こそ，生徒たちが興味を持って取り組んでくれたり，楽しんでくれたりすることもある。 

また，外部講師の要望やクロスカリキュラムの内容によっては，数時間を１つの内容で構成するカ

リキュラムも現れている。物理の授業において「行列」を用いた処理をする必要がある場合，「行列」

という単元が現在の数学における教育課程から外れているため，数学担当者による「行列」の取り扱

い方についてのクロスカリキュラムを２～３時間かけて行っている。それによって，物理のより深い

理解が可能になっている。 

様々な形態を許すことで，最も効果的な連携方法を設定できることとなり，密度の濃い授業となる

ケースも多い。 

 

（３）実施例 

以下に，実際のクロスカリキュラムの例を挙げる。 

【実施例１】実験を伴うクロスカリキュラム 

 実施科目と連携科目：家庭科と化学 

 テーマ：染色について 

 対象生徒：普通科３年次家庭研究選択者 

 授業形態：ＴＴ型（通常クロス） 

 連携のねらい： 

 〈実施科目〉服飾の重要な要素である「染色」を古代から続く草木染の原理を学ぶことを通して，

布を染めることと，その意味も含めて考えさせたい。 

 〈連携科目〉服飾の重要な要素である｢色彩」を原料の持つ色素を触媒によって定着させる原理を理

解させたい。 

 授業の様子 ：① 染色原理の解説・実験   ② 藍染の効能，絞り染め 

 得られた効果： 

「色素が水に溶けていないと布を染められないが，水溶性のままでは洗濯したときに色落ちしてし

まう」この矛盾した条件を「酸化と還元」という身近な化学反応で可能にした先人の知恵にまずは感

心させられていた。 

実験では藍の色素粉末を還元して可溶化すると，青い粉が溶けて緑の水に変化し，布も緑色になる

が，染液から取り出すと一部が薄く青みがかり，酸化剤を加えると深い青に変化することに驚きをも

って見入っていた。 

 生徒の感想： 

・ 染物が洗っても色落ちしないことがずっと不思議だったが，酸化・還元が関係しているとわか

って納得した。 

・ インディゴを溶かした水に布をつければ染まると思っていたので，インディゴを溶かすのに還

元剤が，色の定着に酸化剤がいることに驚いた。 

 

【実施例２】十文字学園女子大学との連携によるクロスカリキュラム 

 実施科目と連携科目：言語文化と外部講師（大学教授） 

 テーマ：日本文学に描かれた夢 

 対象生徒：普通科１年次・理数科１年次 

 授業形態：外部連携型 

 連携のねらい：古典への興味関心を高めるとともに，大学での講義を体験することで自身の進路につ

いて考える機会としたい。 

 授業の様子：① 夢の語源，夢告についての説明。 

② 夢解き・夢あわせについての話し合い。   ③ まとめ 

 得られた効果： 

古語・文法の理解といった基礎的知識を学ぶ前に，大学の先生による文学教材や時代背景へのアカ

デミックな講義を聞くことで，古典への興味関心が高まった。また，実際の大学での講義を体験する

ことで自身の進路について考える機会にすることができた。 
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 生徒の感想： 

・ 夢についてこんなに詳しく聞いたことは人生で初めてだったので新鮮でした。特に印象に残っ

ているのは，羊のなぞなぞです。昔の人も今も面白いことは変わらないなと思いました。とて

も良い機会になりました。ありがとうございました。 

・ 昔の人も私たちと同じように夢を見て，特別な興味を持っていると知って親近感が湧いた。そ

して今よりも夢に重きが置かれていて，重要なことも夢で占って決めていたことに驚いた。今

でこそ科学的に夢の理屈が解明されてきているけど，昔の人にとっては価値があるほど不思議

な現象だったのだろうなと思う。 

 

（４）実施の効果とその評価 

クロスカリキュラムの実施後，すべての授業で生徒に事後アンケートを行った。（ = 1882）質問事

項は以下の７つである。このアンケート結果をもとに，今年度の取組による効果と評価を行う。 

 

 

昨年度に引き続き，「よく理解できた」「ある程

度理解できた」という回答で，９６％を占めてい

ることから，今年度のクロスカリキュラムも生徒

の理解力を把握した上で，授業者が授業展開を考

えているのがわかる。また，講義内容がよく吟味

されていることも感じられる。 

  

  
実施科目への意欲・関心が高まった割合が，８４％と例年通り高かった。また，連携科目への意欲・

関心が高まった割合は９１％とこちらも高い結果がでている。 

環境問題などのグローバルで様々な角度からのアプローチが必要な問題では，クロスカリキュラム

を実施することは特に有効ではないか。そういったクロスカリキュラムでのアンケート結果は，概ね

実施科目・連携科目ともに高い数字が出ている。例えば実験を用いて，温室効果を目の前で計測した

り，酸性雨が物質の与える影響が目で見える形で確認できたりすることに対する生徒たちの反応は大

きい。自分の問題として捉えることに大きく寄与していると考えられる。 

 

  
実験を行うクロスカリキュラム講座「地球環境とエネルギー問題」や「墨液を科学する」など合計

５講座を受講した延べ２６３人の生徒に対し，７５人のみが回答。５９％の生徒がその内容に興味が

わく，４０％の生徒が実験によって内容の理解が深まったと答えている。質問３は実験を行ったクロ

スカリキュラムだけに回答を求めており，教員が教室の前で実験を行う形のため生徒たちには（自分

たちが）実験を行った認識がなかったため回答者数が極端に少なくなってしまったものと思われる。

化学系の実験が多いが，環境問題の考察などに有効な実験が実施されている。 

実施内容の理解度

よく理解できた

ある程度理解できた

あまり理解できな
かった
理解できなかった

実施科目への意欲・関心

とても高まった

少し高まった

変わらない

少し低かった

とても低くなった

連携科目への意欲・関心

とても高まった

少し高まった

変わらない

少し低かった

とても低くなった

実験はうまくできましたか？

とてもうまくできた

ある程度はうまくで
きた
あまり出来なかった

全く出来なかった

実験にはどのような効果があったか

興味がわく

理解が深まる

体を動かすことは楽
しい

-  18  -



 

９７％の生徒が「満足した」「やや満足した」と答

えている。受講人数の少ない講座では，１００％

の生徒が「満足した」と答えた講座もある。全体

として満足度は高いと判断している。生徒たちの

中には，本校志望理由の中に「クロスカリキュラ

ムを実施しているから」という理由を挙げる生徒

もいるなどクロスカリキュラムの授業は生徒た

ちから期待されている。今後も満足度の高いクロ

スカリキュラム目指す必要がある。 

  

  
質問５，６は「今回のクロスカリキュラムの授業を受けて，あなたの身のまわりで起きている現象・

事実は，多くの分野が関わり合って起きていることが感じられましたか」「今回のクロスカリキュラ

ムの授業を受けて，あなたの身のまわりで起きている問題を解決するためには，様々な分野を融合し

て考える必要があると思いますか。」という質問をしている。課題発見能力・解決能力に関してクロ

スカリキュラムが寄与できるかを考察するための質問である。 

クロスカリキュラムの授業を受け，身のまわりの現象・問題の事例に当てはまるかどうかを生徒に

考えさせた結果，「あてはまる」と答えた割合は全体の６１％であり，「わからない・あてはまらな

い」と答えた生徒は３９％となった。授業によっては身のまわりのでき事との関係性を感じること

が難しい授業もあるが，授業をアンケートで振り返ったとき，身のまわりとのつながりを意識させ

るためすべての授業でこのアンケートを取っている。 

 

（５）クロスカリキュラムの展望 

今期よりクロスカリキュラムから分野融合型授業に移行した。それまでも通常のクロスカリキュラム

の枠を超え様々な試みを行ってきたことに対する現状追認の面も強いが，より積極的に外部との連携や

文系科目同士のクロスカリキュラムなどの新規授業の開拓を呼びかけた結果，新たな授業もいくつも生

まれ始めている。国語の論説文に出てくる「仏像の印相」について社会科に掘り下げてもらう授業や，

日本史の授業で言文一致運動について国語科が説明する授業などが文系同士の教科間で生まれた授業

である。他方理系科目同士でも，数学の指数対数の単元に地学科から映像をふんだんに用いて「宇宙と

指数対数，人の感覚と指数対数」について授業が行われた。生徒たちの反応も良好である。クロスカリ

キュラムの持つ可能性を一回り大きな枠組みで分野融合型授業と捉え直したとき，様々な方向性が見え

てきた印象がある。 

また，ホールを利用した大規模合同授業も今期多くみられ，コロナ以降映像を利用した授業は増えて

おり，ホールの大型モニターを利用できるメリットがある。と同時に１回で多クラスを行うことで連携

教科への負担が軽減するメリットもある。今期はリモートによるクロスカリキュラムは行われていない

が，リモートも含め今後様々な発展が想定できる形式でもある。 

これまで開発されてきたクロスカリキュラムの精選と新たなる授業の開発とともに，これらの授業を

外部に発信していくことも本校の使命と考える。来期はいくつかの授業を映像化し，ウェブページで配

信を行うことも検討中である。また，過去授業内容の一覧の作成と，やはりウェブページへの掲載も検

討している。校内で授業を検討する際も過去の授業は極めて有効に働くものと考える。 

今回のクロスカリキュラム授業
は満足できるものだったか

とてもよかった

ややよかった

あまり良くなかった

良くなかった

身の回りの事象は多くの分野が関わりあって
起きていることを感じられたか

大いに感じた

やや感じた

感じなかった

あなたの身の回りで起きている現象は今回の
クロスカリキュラム授業にあてはまりますか

当てはまる現象はあ
る
当てはまる現象はな
い
わからない
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Ⅰ－イ 「社会とつながる探究」をテーマとした「総合的な探究の時間」の発展と普及 

 

研究開発の仮説 

 理系・文系を問わず普通科の生徒全員に「社会につながる探究」を科学的な視点から探究活動を経験させ，様々

な手段で研究発表する経験を積ませることにより，国際的に活躍できる人材に必要な，生徒全体の能力（課題発見

能力・協働的課題解決能力・自己表現能力）を向上させることができる。また，探究活動で外部諸機関と連携する

ことにより，Chiba City Science Networks（ＣＣＳＮ）のさらなる発展が見込まれるとともに，地域の良さを学

びコミュニティを支える人材が育成され，地域社会とつながる探究活動を一層推進させることができる。 

 

研究方法「探究活動（普通科）の実践」 

上記仮説の検証の１つとして，普通科１年次生による探究活動を実施した。共通テーマとして「千葉市をよりよ

くしていくために何が考えられるか」という観点から社会とつながる探究活動を実施した。 

 

１ 探究活動の概要 

 

（１）探究活動（普通科）の年間の流れ 

教科・科目 総合的な探究の時間 普通科１年次生２８１名対象 

本年度の「総合的な探究の時間」は，２単位のうち１時間は「社会とつながる探究」をもとにグルー

プごとにテーマを設定して，探究活動を行いポスター発表をさせる課題研究である。もう１時間は「総

探基礎講座（総探モジュール）」として，国語・数学・英語・理科・地歴公民の５教科で探究活動に必要

な「文章を読み解く力」「情報収集力・分析力」を伸ばす授業である。 

本年度の探究活動の取組の大きな特徴として，昨年度まで１年次で取り組んでいた探究活動を，２年

間を通して長期的に活動するものへと計画の改善を行った。その理由として，「探究活動を調整しよう

とする力」の育成が挙げられる。 

以前は，１年間でまとめ，発表することで探究活動が完結していた。そのため，自己の探究活動の振

り返りや教員の指導によって探究活動を深化させる場がなかったことが課題として挙げられた。この課

題を解決するために，１年次に探究活動を１サイクル行った後，振り返りの場を設定して，２年次の探

究活動をもう１サイクル行うこととした。 

ここで重要となるのが，自己の探究活動を調整する場である１年次終了後の振り返りの時間である。

生徒自身が自己の探究活動を客観的に分析するために，ルーブリックを作成した（❽関係資料P.59）。

生徒に，現時点ではどの段階であるのか，どの内容を改善したら上位の段階となるのかを振り返ること

で，２年次の探究活動につなげたい。 

 

探究活動の年間の流れ 

 

 
  

１年次活動 ２年次活動

　
動
機
付
け

　
テ
ー

マ
設
定

　
調
査

　
発
表
準
備

　
発
表

　
評
価
・
振
り
返
り

　
優
秀
班
発
表

　
テ
ー
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設
定

　
調
査

　
発
表
準
備

　
発
表
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振
り
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優
秀
班
発
表

総探基礎講座（モジュール）

国
語

数
学

英
語

理
科

公
民

地
歴

1
年
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秀
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モ
ノ
レ
ー

ル
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掲
示
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（２）探究活動（普通科）の実施内容 

①動機付け 

本年度は４月にガイダンスを行い，この科目で養いたい資質や能力，年間計画について説明した。 

②テーマ設定 

本年度は５月に「課題研究のアプローチと観点」をテーマに，千葉大学国際教養学部の小林聡子先

生に講義いただいた。また，６月には千葉市職員による千葉市政出前講座も行い，「地域の防災対策

について」や「ＬＧＢＴ（性的少数者）について」など１９講座を開講した。グループ毎に興味ある

講座を受講し，それを参考に班のテーマ設定を行った。（本年度の探究活動のテーマ一覧は❽関係資

料P.58参照） 

③調査 

ホームページも含めた文献調査，またはアンケート調査によって発表のための情報収集を行った。

調査の際には，テーマの解決につながる情報収集をするよう指導を行った。また，仮説と予想される

結果，結論を見通した上で，班員がディスカッションを行いながら進めるよう合わせて指導を心がけ

た。 

④発表準備 

９月には千葉大学大学院国際学術研究院のガイタニディス・ヤニス先生による「インパクトのある

発表の作り方」をテーマに講義をしていただき，発表の準備を進める際に大切なことについて学ぶ機

会を設けた。また，普通科２年次生のポスター発表を見学，コメントをすることで，自身の発表時に

注意すべきことに気付くようプログラムした。 

また，ポスター作成が約８割に到達したところで，普通科２年次生に向けたポスター仮発表を行い，

改善点等のアドバイスをもらうことで，本番に向けての修正を促した。  

⑤ポスター発表 

ポスター発表は，２月にポスターセッション形式で普通科１・２年次生が発表を聴いた。生徒はコ

メントを記入し，班員に伝える体制を整えた。他者からの振り返りを受けることで，自身の成果と課

題を認知することが狙いである。 

⑥評価・振り返り 

全体指導により自己の探究活動を振り返る機会を設定した。その際には，❽関係資料P.59のルーブ

リックにより，現在の位置を確認するとともに，改善点をまとめることで，来年度の探究活動のスタ

ートのレベルアップを図った。 

「発表評価シート」に書かれた生徒からの助言を各班ごとにまとめ，来年度の探究活動の一助とし

て生徒に渡した。この後，探究活動の最終レポートとして，（１）探究活動に求められている社会的ニ

ーズとは何か。（２）探究活動で苦労したこと，努力したこと，学んだことは何か。（３）探究活動で

の経験を生かして，これから取り組めることとは何か。の３点についてレポートを提出させる予定で

ある。 

⑦優秀班発表 

⑤のポスター発表で選出した１，２年次生の各１班が全体に発表を行う機会を設定した。これによ

り，探究活動による良い点を共有することで，次年度の探究活動へとつなげたい。 

 

（３）総探モジュール（普通科）の実施内容 

各クラスを５グループに分け，クラス横断型の１単位の授業として，国語・数学・英語・理科・地歴

公民の５教科が各科目の特性を生かし，様々な視点から「課題発見力」，「仮説設定力」，「計画力・実証

力」，「考察力」，「表現力」の育成を目指した。 

 

基礎講座：モジュールの各教科内容 

教科 内  容 

国語 「小論文」の作成の基本事項を確認することで情報を整理させまとめる能力を育成する。 

数学 身近なデータをどう処理すれば，適切に分析できるかを考える。 

英語 様々な英語表現を活用して，適切な表現方法を身に付ける。 

理科 与えられた物体を用いて，予測をして実証する力を高める。 

地歴公民 発掘された考古資料をもとに仮説をつくり，グループごとに討論して考察力を深める。 
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２ 探究活動の効果とその評価 

 

（１）今年度の現状の考察 

①自己の探究活動を調整する力について 

１年次の振り返りを，ルーブリックをもとに行った結果を下図に示した。ルーブリックはＡを２年

次に探究活動をまとめた際の到達目標と設定している。この結果から，グループで協力して調査や作

業を行う能力以外は到達目標であるＡを自己評価としている生徒が３割以上を占めている。その中で

も身のまわりにある問題を発見する能力については５割を超える生徒が，目標到達段階Ａである「設

定した問題（テーマ）が文献等の調査だけではなく，自分の考えを盛り込むことで解決できるまでに

具体的に落とし込まれ，解決実現性がある」と自己評価している。これは，年間の活動の①動機付け

と②テーマ設定の時期において，全体指導をしたことに起因していることが予測される。ポスター発

表の教員の評価においても，この項目については他の項目よりも良好な傾向を示している。 

また，「問題点解決についての検証と分析」や「問題解決にあたっての情報を収集する能力」，「活

動を通しての表現力」についてＡ評価としている生徒が４割程度を占める。しかし，教員の評価はＢ

段階が多くを占めている。このような自己評価と教員評価の不一致の要因は，生徒自身がこれらの項

目についての力を身に付けきれていないことにあると推察される。 

今年度は，調査や発表準備の段階において，全体指導及び，中間報告や振り返りの仕組みを構築し

きれなかった。そのため，生徒が自身の探究活動の調整を行うことができず，力を身に付けきれなか

ったことが考えられる。 

以上のことから，全体指導による目標の共有が，生徒が探究活動を調整する機会として重要である

ことが示唆される。 

       
 

②社会とつながる意識の育成について 

探究活動の共通テーマとして，千葉市の発展を掲げている。生徒が千葉市の発展に目を向けるため

に千葉市政出前授業を取り入れた。この出前授業を取り入れたことにより，生徒がテーマを設定する

上で重要であることが示唆された。特に，テーマ設定の際に有効であったことが示された。授業前の

テーマ設定では，「温暖化」や「水質改善」，「貧困問題」など，漠然とした単語しか挙げられてい

なかったが，授業後は「千葉市の現在と昔の災害対策の違い」，「子育て世代への支援の変化」のよ

うに具体的な視点となるテーマ設定ができるようになっている。 

このように，千葉市政出前授業により，地域社会と生徒の生活が結びついている視野を持たせるこ

とができた。 

 

③「総探基礎講座（総探モジュール）」を通じた科目の特性を生かした能力育成について 

本年度の「総合的な探究の時間」における，２単位のうち１時間で実施された「総探基礎講座（総

探モジュール）」において，５教科の異なる視点から「課題発見能力」，「課題解決能力」，「自己

表現能力」の育成を目指した。国語・数学・英語・理科・地歴公民に所属する多くの教員からのアプ

ローチをしたことで，一人一人の生徒が探究活動において必要な能力を向上させ，各自の発表におい

て効果的に生かすことができた。生徒アンケートの自由記述欄より，生徒からの１年間を振り返って

の意見のうち主なものを下に示した。「現代社会を生きる上で必要な能力を学ぶことができた」とい

う意見や「すべてのことが関わり合っていることがわかった」という肯定的な意見が多く出ている一

方，「最初何の活動なのかしっくりきていなかった」，「自由度が少ない」という否定的な意見もみ

られた。  
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（２）次年度への課題 

①自己の探究活動を調整する力について 

今年度の現状でも挙げたように，自己の探究活動の位置を正しく分析し調整する力をつけることが

課題と考えられる。そのために，２つの改善点を提案する。 

１つ目は，全体指導による到達目標の共有を各活動段階に取り入れることである。前述のとおり，

全体指導によるプラスの効果は，生徒の自己評価の結果から読み取れる。そのため，各活動段階の適

切なタイミングで全体指導を取り入れたい。 

２つ目は，ルーブリックによる評価の具体例を示す資料を作成することである。過去のポスターを

用いて，ルーブリックに当てはめる。そしてその評価となった根拠を示すとともに，どのような改善

を加えることで上位の段階になるかを示す。この具体例を示すことにより，生徒が客観的に自己の活

動を分析，調整する力をつけたい。また，その力を通して「問題点解決についての検証と分析」や「問

題解決にあたっての情報を収集する能力」，「活動を通しての表現力」を定着させたい。 

 

②社会とつながる意識の育成について 

千葉市政出前授業により，地域社会との結びつきを持つ意識の育成ができたことは一つの成果であ

る。一方で，地域社会と実際につながるための具体的な策の提案，及び実践まで至れなかったのが現

状である。そのため，次年度への改善点として，２年次では千葉市政出前授業を調査・発表準備の時

期に行うことを検討している。この時期に行うのは，生徒の考えた案を実際に市職員に発信すること

を狙いとしている。１年次の振り返り時に，探究活動の具体化についての指導をしているため，テー

マ設定を動機とした出前授業を行う必要性は１年次よりも薄くなる。そのため，２年次では地域社会

との関わりを実際に持つ力を育成することを目的として，上記の時期に行うことが有効であると考え

られる。 

 

③「総探基礎講座（総探モジュール）」を通じた科目の特性を生かした能力育成について 

「総探基礎講座（総探モジュール）」における生徒アンケートの自由記述の肯定的・否定的な意見

の両方にも「総探に結び付けるのが困難であった」という内容が挙げられた。また，否定的意見の中

に「何の活動かよくわからなかった」という意見もあった。そのため，班の課題研究にどのように活

用するか，解説する機会を設定することを次年度への課題としたい。また，自由記述の肯定的意見の

中にも生徒の戸惑いが表現されていることから，アンケート項目の中に「班での探究活動に結びつけ

られたか」や，「今後の社会で活用できそうか」などを５段階で問う量的データの収集，分析も次年

度への課題として提案したい。 

 

総探基礎講座（総探モジュール）生徒アンケート 

肯定的意見 

・ すべての教科が難しい内容で頭が混乱したが，意見を交換しながら課題について深く考えられたの

で，その分理解も大きかったし楽しかった。自分の考えにもしっかりと向き合えた。 

・ 自分の考えをまとめて文章にするという苦手な事の練習ができたのでよかった。授業ではあまり習

わない小論文やエッセイの書き方やExcelの関数を学べてよかった。 

・ 初めての総探，自分たちの力で考え結論を導き出すというスタイルに戸惑いを感じながらも最終的

にはきちんと発表できてよかった。思考し伝える力，問題解決のためにできることを考える力，簡

潔にまとめて表現する力，得たデータから論述していく力，伝わりやすく工夫して意見を述べる力

を養えた１年次の総探だった。２年次にはもっとレベルアップしたい。 

・ モジュールで考えたことや身に付けたことがポスターの内容や表し方に変化を与えていて，間違い

なく見やすいものになったを感じた。 

・ すべてのことが関わり合っていることがわかった。この経験をもとに何事も挑戦したくさん経験を

つけておきたい。発表は緊張したがうまくいって良かった。 

否定的な要素を含む意見 

・ あまりモジュールと「総合的な探究の時間」との関連性がないように思える教科もあったが，普段

の授業とはまた違う環境で，授業を受けて足りない部分が強化されたような気がした。 

・ 正直最初何の活動なのかしっくりきていなかったが，最初にもらったプリントを参考にして，今回

はどんな力を伸ばすのか意識しながら受けることができた。 

・ どの教科の内容も少しずつ総探発表の準備で使われた。わかりやすい資料を作るのは大変だった。   
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Ⅰ－ウ 普通科ＳＳＨコースの深化 

 

研究の仮説 

・物理・化学・生物・地学の４分野の基礎を付した科目をすべて履修することにより，すべての理科の分野を横断

する視点も含め科学的視野を広げることができる。 

・SS-Science CampⅡ前に県内でフィールドワークを経験することにより，科学的な物の見方の基礎を固めること

によって，フィールドワークでの課題発見能力を身に付けることができる。 

・海外で使用されている教科書を活用した授業や研究発表する経験を積むことで，国際的に活躍できる科学技術

人材に必要な自己表現能力を身に付けることができる。 

 

実施した内容・方法・評価 

下記に普通科ＳＳＨコースの教育課程を示す。今年度は実施１年目であるため本研究は行われていないが，先

行して実施した２年次の内容について報告する。３年次については来年度先行して実施予定である。 

 

普通科ＳＳＨコースの教育課程                         ( )･･･単位数 

２

年 

SS-国語α 公共 数Ⅱ 
数学 

Ｂ 

生物 

基礎 

地学 

基礎 

化学 

研究α 
体育 

保

健 

英語コミュニ 

ケーションⅡ 

論理 

表現Ⅱ 

家庭 

基礎 

理数 

探究 

Ａ

Ｎ

Ｓ 

Ｈ

Ｒ 

(4) (2) (4) (2) (2) (2) (2) (2) (1) (4) (2) (2) (2) (1) (1) 

３

年 

SS-国語β 
政治 

経済 
体育 

英語コミュニ 

ケーションⅢ 

論理・ 

表現Ⅱ 
数学Ⅲ SS-Math 化学 

物理/生物/ 

地学 

理数 

探究 

Ｈ

Ｒ 

(4) (2) (3) (4) (2) (4) (3) (4) (4) (2) (1) 

 

 １ Advanced Natural Science（ANS） 

学校設定科目 教科：スーパーサイエンス 科目：Advanced Natural Science（ANS） 

普通科ＳＳＨコース２年次生９名 

 

下記にANSの年間実施概要を示す。 

 講座 担当 

４月 ・実験ノート作成講座 理科 

５月 
・ポスター作成講座 

・フィールドワーク基礎講座（地学） 

理科・数学科 

理科 

６月 

・研究テーマ基礎講座 

・講演：研究倫理について 

・フィールドワーク基礎講座（生物） 

理科職員 

千葉大学 東島准教授 

理科 

７月 

・研究テーマ設定講座 

・フィールドワーク実践講座 

（生・地・地理・養護） 

理科 

理科・地理・養護 

９月 
・フィールドワーク報告会（１年次生向け） 

・スライド作成講座 

理科 

理科 

１０月 ・科学英語プレゼンテーション準備 理科・英語科・ＳＡ 

１１月 ・科学英語プレゼンテーション準備 理科・英語科・ＳＡ 

１２月 ・科学英語プレゼンテーション発表会 理科・英語科・ＳＡ 

１月 ・科学的文章（論文）作成講座 理科・国語科 

２月 ・論文作成 理科 

３月 ・論文作成 理科 
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１－１ 実験ノート作成講座 

概要    実験ノート作成の意義，基本的な作成方法，実験動画視聴，実験ノート作成実践 

成果・課題 ・実験ノートを作成することで課題研究を自分ごととして捉え，これまでの振り返りや今後の

方針を整理できた。 

・研究倫理の観点から，実験の再現性を担保することができた。 

・理数探究の総括的評価（ルーブリック②はP.59参照）において実験ノートを評価項目として

入れ，より実験ノートの意義が確認できた。 

１－２ ポスター作成講座 

概要    ポスターに求められる情報量，見る側の視点，情報整理方法，実践 

成果・課題 ・多くの情報から必要なものを抜き出す考えが備わった。 

・見やすさの点から，デザインも重要であるため美術教員も参加させたい。 

・１年次の総探モジュール（P.21）の授業を発展させることができた。 

１－３ フィールドワーク基礎・実践講座 

概要 野外実習基礎講座（地学・生物） SS-Science CampⅡにおける課題の確認，各フィールドの

基礎情報，フィールドでの過ごし方，観察方法 

成果・課題 ・各フィールドワークでの事故やケガの防止につながった。 

・課題を明確にすることで，観察のポイントがズレにくくなった。 

・各フィールドの基礎情報（地質・気温・降水量）と課題を関連づけて考察できた。 

１－４ 研究テーマ基礎・設定講座 

概要    ＫＪ法により興味関心ワードを整理，興味関心ワードに関する調べ学習，問い・疑問の作成 

成果・課題 ・問を作る過程を体験したため，課題研究の仮説設定につながった。 

・今年度はテーマ設定に時間がかかったため，前倒し（春休み等）してスタートしたい。 

１－５ 講演「研究倫理」 

概要    重要視されている研究倫理について専門家から講演いただく。 

成果・課題 ・研究者の一員としての自覚が芽生えた。 

・多くの事例も交えることで研究の作法を学ぶ良い機会となった。 

１－６ スライド作成講座 

概要    スライドの特性・弱点，情報量の整理，配色・デザイン・フォント，実践 

成果・課題 ・課題研究発表会参加に向けスライドのレベルが非常に上がった。 

・パワーポイントの基礎能力が上がった。 

１－７ 科学英語プレゼンテーション 

概要 課題研究の要旨を英語で作成（実験用語は海外で使用されている教科書や論文から検索），英

語でのプレゼンテーション・質疑応答（評価ルーブリックはP.60参照） 

成果・課題 ・英語で要旨を作成することで，科学英語の表現習得となった。 

・英語プレゼンテーションは，国際性を高める良い機会となった。 

１－８ 科学的文章作成講座 

概要    文章の構成，文の組み立て，論理的文章作成 

成果・課題 ・自分の研究を改めて文章化することで，論理展開の再確認をする良い機会となった。 

・論理的文章作成について次年度は，演習を長期休業期間など利用し実施したい。 

 

２ SS-国語α 

学校設定科目 教科：スーパーサイエンス 普通科ＳＳＨコース２年次生９名 

概要    現代文・古文・漢文をバランスよく学習するとともに論理的文章の作成をイメージした論文

作成の実習も行う。 

成果・課題 ・課題研究の論文やポスター作製，実験ノート作成の基礎的な力が養われた。 

・次年度は実際の論文も題材として扱っていきたい。 
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